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臨床医に必要な小児骨疾患の診断上の諸問題
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特集を企画するにあたって

大場’虻
f'1,1｢)十:市立人'料先`､)::Hlj放射線医が猯|ﾎﾟﾊ！
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小ﾘﾑの`１１．は絶えず改変し,成長している．し

たがって．小児期の`|[)の解汁11,生理を１．分巻砿

に入れて，,|`|･疾患を｣１M解していかないと|(lllWi:を

誤り．‘101,の),１１j災を）｣【わせることにもなりかねな

い．これらのｆ１Ｉｌ解を深めていただくのが本州｢災

のねらいである．

小ﾘとの`けばしなやかであり，骨折そのものが

指燗しi1liiいことが多い，またif１帳もその後の''1,

の成艮を劇極することが求められる．さらに'11：

今．’1イミでも小児膜､iがjli11jIIしているといわれ

ているが，それを兄抜くのは/f（、然な部1,1[の`|ナ

１斤であるかもしれない．

小ﾘﾑの'１Ｗ)１１１１i像Ｉ診Mlrはiii・純Ｘ線診Ｉ(!i:が｣,哩水で

あることには，現在も変わりはないが，しかし．

骨髄，Ilij(部の疾患にUL1しては，その診ｌｌｒや進膿

範1111のIim1zIlliはMRIでないと}|《|雌である．特に，

小ﾘﾑの什髄は成長過ｈ１にあるので．その′lIf11lil0

変化を１１M解しておかないと，’''1m）iiiをはじめと

する'１１１髄疾juXの診断や進膿iliiilll1の評Il1iを,誤る''１

能性がある．また．小児の芯１１'|;骨髄炎の際に'１M１

床ｈｉ２》IRに遅れてＸ線Ⅶr兄が呪われ，それをＩ診て

診llji:し．治lDi(をするのでは迎すぎる．IIiiM<|児が

従状から''1．lIfi炎であることに逸速く鉱が|､1く

か．あるいは，MRIを紫忽的に行って診断し，

治療が逃れないようにしなくてはならない.

小ﾘ,lの`'1Ⅲii傷を取り｜角げたのは,多くの良化

悠`州1,''''１１錫が小児'！'にピークがあるからで．’'１

には，′|`|,の成長とともに'[常の骨に変化するも

のもあるし、逆に，Ｍ|:'|L}111鴎を悠Ｉｊｌ:I11IilHiとＩｌＭ

迷えて，不痩な手術を強いられることもある.

/i（喫な'だ嫌を避けるjiiillｲ〈からも，｜［しいﾊI11iiIiが

必喫である.

小ﾘとでは，実際的には`'u'､の奇形や光ﾉ<Iｻﾞ':↑'系

統疾忠が多いと思われるが，前者は111[接化命を

ﾀﾞｲかすこともないのでハIj〔|M1の整形外科腹に紹

介すればよいものである．〉旧犬性'１１１系統り災A1Aは

り,ｉｉＩｌ餅ｉｆを形成しやすく，多111M(器にｊｊｉ態がｲﾄﾞ/l:し

やすい．小児に携わるMiiﾙi(灰には必喚な(Mx城で

はあるが，病態が'１`|･のみに限局しないことも多

いので，敢えて今,,,,の1,,樅では取り，xげず，他

の機会に,i拠ることにした.

，,&近．小児の|鋤Iii;|賊が聡加してきているし，

小児虞称もj脚加している．われわれl1iMﾙi<灰は小

児を心｣ｐ１ともに立派に育てあげる．肋を''1って

いる．ｌＩｉｌＭ<|矢のｌＩｉＩ[はIriまるばかりである.こ

の特Hきがその￣肋となれば､謄甚である．
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